
①
災
害
発
生
時
の
危
険
な
場
所
を
知
る

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
な

場
所
を
確
認
し
、
避
難
す
る
必
要
の
有
無
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
災
害
に
よ
っ
て
は
自
宅
の
２
階
に
避
難
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
芦
屋

町
役
場
２
階
、
総
務
課
窓
口

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

②
備
蓄
品
な
ど
の
準
備
・
点
検

　

災
害
に
備
え
、
非
常
時

用
備
蓄
品
や
非
常
時
持
ち

出
し
品
の
準
備
・
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。

③
避
難
所
を
知
る

　

災
害
発
生
時
に
一
時

的
に
滞
在
す
る
指
定
避

難
所
は
、
中
央
公
民
館

と
総
合
体
育
館
で
す
。

　
ま
た
、
避
難
経
路
も
、

事
前
に
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

④
気
象
情
報
・
災
害
情
報
を
入
手
す
る

　
い
ち
早
く
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

　
◇
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

　
◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
◇�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
防
災

速
報
ア
プ
リ

　
※�

登
録
（
無
料
）
が
必
要

で
す
。

　
◇�

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

　
※�

登
録
（
無
料
）
が
必
要

で
す
。

⑤
避
難
情
報
を
知
る

　

町
で
は
、
災
害
情
報
や
気
象
情
報
な
ど
に
応
じ
て
、

避
難
情
報
を
発
表
し
ま
す
。
避
難
情
報
は
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
や
防
災
行
政
無
線
の
放
送
な
ど
に
よ
り
、
皆
さ

ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、
避
難
情
報
に
あ
わ
せ
、　

　

�

警
戒
レ
ベ
ル
４
避
難
指
示
で
必
ず
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
警
戒
レ
ベ
ル
５
緊
急
安

全
確
保
の
発
令
を
待
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

　
※�

避
難
情
報
の
内
容
な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
避
難
行
動
を
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

梅
雨
時
期
で
す

災
害
発
生
に
備
え
ま
し
ょ
う

▽
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）

災
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

▷ �総合体育館（山鹿）
▷ �防災メール

まもるくん

▷ �中央公民館（中ノ浜）

　地域の防災リーダー養成を目的に、防災士資格
取得にかかる費用を町が負担します。
　防災士とは、自助・共助・協働を原則として、
社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期待
され、そのための十分な知識などを修得したこと
を日本防災士機構が認証する民間資格のことです。

▽対象　町内に住んでいて次のいずれにも該当する人
��・防災士の資格を取得しようとする人
��・�地域で防災活動の中心的な役割を担い、活動す
る意欲がある人

��・�町が行う防災に関する事業に積極的に参加する
意欲がある人

▽ �費用　資格取得にかかる教本代（3500円）、受験
料（3000円）、認定登録料（5000円）の計１万
1500円は町が負担
※養成研修の受講料は無料です。
※�認証登録に必要な証明写真代、救急救命講習の修
了証のコピー代、受講会場までの交通費や昼食費
などの個人にかかる費用は、受講者の負担です。

▽ �申し込み・問い合わせ　７月30日金までに、総務
課窓口（☎２２３局３５７２）で受講申込書に記入
※�防災士認証登録には申請時に救急救命講習修了
証（５年以内に発行されたもの）が必要です。
※救急救命講習は事前に消防署で受講できます。

防災士の資格を取りませんか防災士の資格を取りませんか
防災士養成研修・試験のおしらせ防災士養成研修・試験のおしらせ

▽とき　11月13日土、14日日・午前９時から

▽ところ　毎日西部会館９階（小倉北区紺屋町）
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令和３年5月20日から変わりました

● ●●●

警戒レベル５緊急安全確保
警戒レベル４避難指示 警戒レベル３高齢者等避難
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